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令和５年第２回三芳町議会定例会 一般質問通告書 

質問順序・質問者及び質問要旨 
順序 質問者 質問要旨 質  問  内  容 質問の相手 

１ 内藤美佐子 １子育て支援策

の推進につい

て 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２がん対策につ

いて 

 

 

 

 

３道路行政につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）子ども家庭庁の開始に対する町の対応に

ついて 

①小学校就学前の教育・保育の担当部署集

約が必要では 

②幼児教育支援センターの設置は 

③子ども政策のワンストップ相談窓口の設

置は 

２）出産子育て伴走型支援として、０歳児の

見守り訪問事業の実施はどうか 

３）低所得の妊婦に対する初回産科受診料の

支援は 

４）多胎児への産前産後支援の充実は 

５）奨学金の代理返還制度を導入する町内企

業に対し周知や行政からの支援はどうか 

 

１）ＡＹＡ世代がん患者への在宅療養支援の

進捗について 

①県での実施に向けて、町は働きかけをし

たか 

②町独自での実施について研究したか 

 

１）幹線２号線、歩道拡幅の計画は 

２）国道２５４号藤久保交差点から東京方面

に向かう歩道が狭いうえ平らではなく、

地域住民や歩行者から改善を求める声が

数多く上がっているが、町は県に歩道改

善整備を要請しているか 

３）都市計画道路７路線の整備状況（完成延

長、未着手延長、完成率等）をウェブサ

イト上で周知してはどうか 

４）計画道路「竹間沢・大井・勝瀬通線」の

今後の計画について 

 ①唐沢小学校までの整備進捗と今後の予定

は 

 ②唐沢小学校からセンチュリーマンション

方面の整備計画はいつ頃になるか 

 ③三芳町地内延長３，６２０ｍの完成時期

の見通しは立てているのか 

  

町長 

 

学校教育課 

 

 

こども支援課 

学校教育課 

健康増進課 

 

 

 

 

学校教育課 

 

 

健康増進課 

 

 

 

 

 

道路交通課 

 

 

 

 

 

都市計画課 
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４高齢者の移動

手段について 

 

１）免許証返納後の新たな移動手段について 

①電動アシスト自転車等の利用者への対応 

ア ヘルメット着用の周知は 

イ 運転講習会の実施は 

②シニアカー（電動カート）利用者への町

の対応 

ア 歩道の傾斜やポットホールの解消は 

イ 安全な利用に関する講習等は 

２）新たな公共交通への考察について 

①以前事業化していたデマンド型に対する

見解は 

②８人乗り等でのデマンド型バスの導入を

研究しては（参考・堺市ＮＡＮＫＡＩオ

ンデマンドバス） 

③地域や範囲を決めて、定額でタクシーが

利用できる制度の研究は（参考・前橋市

「マイタク」） 

自治安心課 

 

 

 

 

 

道路交通課 

自治安心課 

町長 

政策推進室 

２ 桃園 典子 １現状に沿った

高齢者支援に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２子育てしやす

い環境整備に

ついて 

１）三芳町高齢者福祉計画・第８期介護保険

事業計画のニーズ調査に基づく現状につ

いて 

①保健福祉施策として掲げている見守りに

ついて 

ア 独居や日中ひとりとなる高齢者の見

守り支援としてどの様なものがある

か 

イ 現在の見守り支援の内容でニーズへ

の対応は充分か 

②地域包括支援センターでの相談体制につ

いて 

ア 相談件数（過去３年間） 

イ 業務時間外での相談体制はあるか 

２）緊急通報システムの設置条件に適合せず、

設置出来なかった方へのサポートが必要

と考えるがどうか 

３）香川県丸亀市で実施されている「高齢者

の緊急通報サービス」のように２４時間

対応可能な携帯電話での見守りサービス

を導入してはどうか 

 

１）保育所での一時保育サービスについて 

①町内の一時保育サービス利用の条件は 

②町内での実施は何ケ所あるか 

福祉課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康増進課 

 

 

 

福祉課 

 

 

町長 

 

 

 

 

こども支援課 
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３家庭教育支援

の充実につい

て 

 

 

③現状の一時保育サービスで、ニーズへの

対応は充分か 

 ④保育所未利用の０歳から２歳児の家庭に

対する保育支援も重要と考えるが町とし

て取り組んでいることは 

 ⑤子育て支援の充実のために一時保育サー

ビスの利用要件の緩和や利用施設の拡充

をしてはどうか 

２）保育所での紙おむつの処分について 

 ①町内の保育所での使用済み紙おむつの対

応状況は 

 ②持ち帰りとしている対応について 

  ア 要因は 

  イ 課題点は 

 ③園で処分する対応について 

  ア 要因は 

  イ 課題点は 

 ④使用後の紙おむつの処分について町とし

て協議をしたことはあるか 

 ⑤厚労省からの紙おむつ処理に関する通達

（令和５年１月２３日）についての町の考   

えは 

 ⑥保護者や園の負担軽減のために、紙おむ

つを園で回収する体制や助成する制度を

構築してはどうか 

 

１）「親の学習」について 

①開催回数は（過去３年） 

②参加者の割合は 

 ③参加出来なかった方への対応は 

④学齢期に応じた講座を開催してはどうか 

２）子どもの心身の成長に対しての理解を深

めるために心理専門員による家庭向けの

講演会を実施してはどうか  

３）親の学習等、保護者が集う機会ごとに相

談窓口や機関の紹介をするなど、相談に

繋がる工夫をしてはどうか 

４）家庭教育支援の充実のために、関係各課、

支援機関、団体との継続性ある連携の強

化が必要と考えるがどうか                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                  

 

 

 

 

 

町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

 

 

 

社会教育課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

３ 山口 正史 １三芳町の今後 

 について 

１）町長の３５の宣言について 

 ①どの項目が問題とは考えないが、何が重

町長 

政策推進室 
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点政策かが見えてこない。重点政策は 

 ②「グローバルな視点に立って、ローカル

な当町の問題に取り組むことが重要」と

述べているが、具体的には何が問題  

と考えているのか 

 ③私が議員になってから、当町が大きく変

化したとは思えない。一部の公共施設が

更新された以外には高齢化が進んだ  

印象で、利便性の向上も人口増の実感は

ない。このまま変化を求めず、町の特徴

は打ち出せないのか 

 ④議員になる前からだが、三芳町には青写

真がない。当町の将来を示す青写真は描

けているのか。青写真があるのであれば

その概要は 

２）自治体間競争が激しくなっているが、周

辺市の人口は現状維持又は微増傾向にな

っている。当町では現状維持又微減  

の傾向だと思う 

 ①この傾向で問題はないと考えているの

か。問題と考えているのであれば具体的

な対策は 

３）「第５次総合計画」について 

①「第６次総合計画」に着手すると思うが、

「第５次総合計画」で達成出来なかった

課題を徹底的に分析すべきだと思うが 

 ②「第５次総合計画」で達成出来なかった

課題を公表し、町民に開示すべきと思う

が 

 ③「緊急重点プロジェクト」で優良な住環

境の整備を謳っているが、優良な住環境

の整備の具体的な成果は 

 ④人口減少は大きな課題だが、もっと大き

な課題はこどもや、現役世代の減少だと

は考えていないのか 

４）子育て支援について 

 ①未就学児童世代への支援は大事だが、子

育て支援には小中高校生世代への支援は

考えていないのか 

 ②学習塾などの民間の支援を受けて、小中

学生の補習支援を充実させるべきでは 

５）（仮称）三芳バザール賑わい公園について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育課 

 

 

 

 

 

総合調整幹 
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２三芳町の議会

対応について 

 

 

 

 

 

 ①更なる箱物の建設は避けるべきと思うが 

 ②現在の計画あるいは構想は 

 ③学校の統廃合を実施した後に、廃校とな

った学校を利用すべきでは 

 

１）議案に対しての附帯決議について 

 ①町長は附帯決議は法的拘束力がないため

尊重しないとの考えを示してしている

が、この方針を変えるつもりはないのか 

２）議員の一般質問についての答弁について 

  先進事例を研究するあるいは周辺市の動

向を見定めるとの答弁が多い 

 ①先進事例を研究する場合は町が先進事例

となる事は想定しないのか 

 ②周辺市の動向を見定める答弁では、周辺

市を導く考えが全くないように思えるが 

 

 

 

 

 

町長 

総務課 

 

４ 菊地 浩二 １マイナンバー、

マイナンバー

カードと三芳

町行政につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）情報の漏洩・紛失防止について 

①個人情報保護委員会より、２０１７年度

から５年間で行政機関や企業から少なく

ても約３５,０００人分のマイナンバー

情報が紛失・漏洩したと報告があったが、

三芳町役場内でマイナンバー情報を紛

失・漏洩が確認されたことはあるか 

②データをＵＳＢメモリーなどフラッシュ

ドライブに入れることはあるか 

③重大な事態とまではいかないが、ヒヤリ

ハット等の事例はあるか 

④単純な事務ミスを防止するための対策は 

２）ＤＶ・虐待の被害を受けている方にどの

ような情報発信や支援をしているか 

３）三芳町行政の効率化について 

①総務省ではマイナンバー制度の導入後は

行政機関や地方公共団体で様々な情報の

照合、転記、入力などに要している時間

や労力が大幅に削減され、複数の業務の

間での連携が進み、作業の重複などの無

駄が削減されるとしているが、町の事務

の効率化に繋がっているか 

②効率化よりもむしろ事務量は増大してい

ないか 

４）住民の利便性の向上について 

①マイナンバーカードを活用した三芳町の

財政デジタル 

推進課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住民課 

 

政策推進室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住民課 
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２文書等管理に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行政サービスは 

②証明書等のコンビニ交付サービスが始ま

っているが、手数料は窓口の交付と変わ

らず１通２００円となっている。コンビ

ニ交付でも２００円必要か 

③今後は三芳町の住民はどのような行政サ

ービスが受けられるようになるか 

④マイナンバーカードの取得を条件に住民

サービスに差を付ける自治体があるが、

三芳町の考えは 

５）今後の普及について 

①国では普及に向けて、特急発行や本人確

認方法の緩和など検討に入ったようだ

が、町では現在の職員体制で対応は可能

か 

②マイナポイントが２度延長されたが町の

交付率は令和５年１月末時点で５６．

８％となっている。交付を増やすための

町の方策は 

 

１）文書を保存する意義をどのように考えて

いるか 

２）文書保管の期間をどのように管理してい

るか 

３）文書保管の電子化は 

４）電子請求書はどのように保管されるか 

５）保存期間について 

①文書により１年、３年、５年、１０年、

永年と保存期間が異なるが、どのような

基準か 

②法定保存期間のある書類も前述の①と同

様か 

③電子請求書の保存期間は 

④町が所有している建物に関する建築確認

通知書や設計図書、完了検査済証などの

文書の保存期間は 

⑤現存建物で前述文書が存在しない建物が

あるが、保存しておくべきでは 

６）保存期間満了後はどのように廃棄してい

るか 

７）保存期間の長い文書や電子データはどの

ように保存・管理しているか 

 

 

 

 

 

政策推進室 

 

町長 

住民課 

 

住民課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総務課 
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３行政連絡区の

支援について 

 

 

１）行政連絡区の加入率低下が止まらない。

区では役員の負担軽減や区の行事の見直

し・活性化など加入者増加、脱退防止に

努めてきた 

①今後も住民生活が多様化するなかで、町

長は行政連絡区にどのような役割を期待

しているか 

②加入率低下が止まらないことについての

町長の見解は 

③区を持続可能な団体としていくために加

入率を増やすことが必要だが、町は区に

どのような支援をしているか 

 

自治安心課 

 

 

町長 

 

 

 

 

 

５ 細谷 光弘 １三芳町の防犯

対策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２避難所につい

て 

 

 

 

１）町の防犯カメラ設置のガイドラインの内

容について 

①防犯カメラの設置を示す看板等の表示義

務はあるか 

②町が防犯カメラを取り付ける場合は、設

置者及び運用責任者は誰になるのか 

③防犯カメラの管理、運用等の基準は作る

のか 

２）ガイドラインが出来てから、町内に設置

された防犯カメラの数と場所について 

３）今後の町内の防犯カメラ設置場所の計画

について 

４）昨年の３月議会でオレオレ詐欺防止対策

に、自動通話録音機を提案したが、その

後機器の有効性等を検討した結果は 

５）全国で強盗事件等が多発しているが、町

の防犯対策の強化について 

６）防犯カメラやセンサーライトなどの防犯

対策用品の購入費用に対する助成制度の

創設は 

７）犯罪防止には、夜でも安心して通行でき

る明るい町づくりが大切だが、町内で対

策すべき箇所を認識しているか 

 

１）指定避難所等の通信環境について 

①通信環境の整備状況は 

②災害時に避難者が無料で使用できる特設

公衆電話の回線は整備済みか 

③５Ｇエリアに含まれる町内避難所は 

自治安心課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

 

 

 

 

町長 

 

 

町長 

道路交通課 

 

 

自治安心課 

 

 

 

 



 8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３.道路の整備に

ついて 

 

 

 

④５Ｇエリアに含まれない避難所について

町の今後の対応は 

⑤公衆無線ＬＡＮサービス（miyoshi_free)

が利用できる場所について、今後の拡大

予定は 

⑥０００００ＪＡＰＡＮ（ファイブゼロ・

ジャパン）という公衆無線ＬＡＮがある

が、町として特別会員になる考えはある

のか 

⑦体育館等の室内の避難スペースにもＷｉ

－Ｆｉを整備すべきでは 

２）現在､小中学校のみが指定避難所となって

いるが、総合体育館や公民館やふれあい

センターなど他の町の施設について追加

するべきでは 

３）災害時の避難所の電源確保について 

①太陽電池等の整備の考えは 

②蓄電池の整備の考えは 

③ＰＨＥＶ等の発電出来る車の保有整備に

ついての考えは 

４）今後の避難所の整備についての町長の考

えは 

 

１）三芳パーキングのフル化後の交通量の想

定は 

２）現在、町内で渋滞が慢性的に起きている

箇所についての認識は 

３）幹線道路で右折帯が無い交差点の整備に

ついての考えは 

４）今後、渋滞解消の解決策についてどう考

えるか 

 

 

財政デジタル 

推進課 

 

 

 

 

 

自治安心課 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ課 

 

町長 

自治安心課 

 

総合調整幹 

道路交通課 

 

 

 

 

町長 

６ 鈴木 淳 １今後策定され

る各種計画に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）三芳町版スーパーシティ構想について 

①埼玉版スーパー・シティプロジェクトへ

の参加を決めた理由は 

②県が示しているプロジェクトの資料(骨

格)では東上線沿線や所沢市周辺はエリ

ア特性が示されていないが、どのように

考えているか 

③県のプロジェクトに参加することで期待

する効果は 

④プロジェクトへの参加は複数の自治体が

共同して行うこともできるが、その検討

町長 

政策推進室 
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はしたのか 

⑤三芳町版スーパーシティ構想策定のスケ

ジュールは 

⑥県に提出したエントリーシートより 

ア 現在策定中の立地適正化計画との違

いは 

イ シェアサイクルの活用を考えている

ようだが、以前の一般質問では近隣

駅周辺で実施している試行の結果次

第ということだった。導入の可能性

はあるのか 

ウ 「公共交通網の充実」、「新たな移動

手段の創出」とあるが、今後計画策

定予定の地域公共交通計画とどう違

うのか 

エ 災害時受援拠点の整備とあるが、ど

のような施設を考えているのか 

オ 「ウォーカブルなまちづくり」とあ

るが町内の歩道整備が加速すると期

待してよいのか 

カ 新規優良企業の誘致とあるが、通西

地区の区画整理事業の事業化の目途

は立ったのか 

キ 住居誘導エリアには市街化調整区域

が多いが、市街化区域への変更も視

野に入れていくのか 

ク 町の課題として挙げている「人口減

少・高齢化の進展」をこの構想でど

のように解決することを期待してい

るのか 

⑦策定中の他の計画と関連する部分が多い

が、各計画や構想の位置づけは 

⑧第６次総合計画に与える影響は 

２）みよしフォレストシティ構想について 

①構想の中身は 

②ゼロカーボンシティの実行計画との関係

性は 

③第６次総合計画に与える影響は 

３）第６次総合計画について 

①審議会の今までの経緯と今後の流れは 

②計画の方向性に影響を与える他の構想等

をどのように理解してもらうのか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治安心課 

 

政策推進室 

 

 

都市計画課 

 

 

 

 

 

政策推進室 
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２消防団の今後

について 

③審議会委員にはどのようなことを期待し

ているか 

 

１）消防団の欠員はどのくらいの期間続いて

いるのか 

２）県では特設サイトを設けて若者へのＰＲ

を始めた。町は消防団をどのように位置

づけているのか 

３）消防団は地域の自主防災の面からも欠か

せないものであるが、少子高齢化が進む

中、どのように消防団員を確保していく

のか 

 

 

 

町長 

自治安心課 

７ 林 善美 １行政区と学校

区について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２国際交流事業

について 

 

１）行政区割について町の考えは 

２）見直しを考えたことはあるか 

３）行政区と学校区が異なることの課題につ

いて 

①区割りについての要望があがったことは

あるか 

②区の行事や町のイベントなどを行う際、

行政区側からの課題はあるか 

③学校側からの課題はあるか 

４）藤久保第５区と藤久保第６区の区割りを

例とし、再編した場合に考えられること

について 

①改善されること 

②課題となること 

５）区役員、住民、学校等に対してアンケー

トを行ってはどうか 

６）行政区割について小学校区を基準とした

見直しを行ってはどうか 

 

１）小中学生へ向けた国際交流の取り組みは 

２）中学生の海外派遣事業は今後も継続して

行われるのか 

３）小学生の海外派遣事業を実施してはどう  

  か 

４）過去に海外派遣に行った生徒の進路等に

どのように生かされているのか把握して

いるか 

５）経過を報告する機会やアンケートを行っ

てはどうか 

６）ペタリングジャヤ市には３度、フェステ

自治安心課 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育課 

自治安心課 

 

 

 

 

 

 

町長 

 

 

学校教育課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秘書広報室 
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ィバル参加の目的で派遣されている。今

後も継続していくのか 

７）青年の海外派遣事業を実施してはどうか 

８）姉妹都市との交流だけではなく、例えば

プロポーザル等を行って世界各国と交流

する機会を設けてはどうか 

９）海外からの受け入れとして職員の人員確

保やホストファミリー募集など、態勢は

整っているか 

10）新たな姉妹都市締結は考えているか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

８ 井田 和宏 １農業の活性化

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）町内農業の現状について 

①農業者数の変化は 

②そのうち認定農業者数は 

③耕地面積の増減は 

④担当課としてはどのように捉えているの 

 か 

２）町内農産物ブランド化の取組みとその成

果について 

①ロゴマークの活用状況は 

②シールやＦＧ袋の活用状況は 

③その他のブランド化についての取組みは 

④成果についてはどのように捉えているの 

 か 

⑤また課題があるとすればどのようなとこ

ろか 

３）ブランド化の取組みにより町内農産物の

認知度向上につながっていると考えてい

るか 

４）町内農産物の町内消費を進めるべきと考

えるがどのような取組みをしているのか 

５）給食における町内農産物の使用量につい

てはどのような状況か 

６）肥料の自給の面からも落ち葉堆肥と組み

合わせ、給食残渣の堆肥化を考えてはど

うか 

７）地産地消推進条例制定や地産地消推進計

画策定に対する見解は 

８）農業補助金の活用状況と検証について 

①現在の活用状況はどのようなものか 

②補助する内容については検証しているの 

 か 

③スマート農業に対応した補助を考えては

町長 

観光産業課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校給食ｾﾝﾀｰ 

 

 

 

 

観光産業課 
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２雑木林の保全

と活用につい

て 

どうか 

９）三芳町６次産業プラス支援事業の活用状

況は 

10）体験農園支援事業補助金等を加えてはど

うか  

11）アンケート調査などを実施しているが、

農業者の農業経営に対する意識の変化

はあるのか 

12）特に農業後継者がチャレンジしやすい環

境をつくるべきではないかと考えるが、

町の見解は 

 

１）今年度の体験落ち葉掃きの参加者数は 

２）参加者のリピート率はどのくらいか 

３）参加者の感想等は聞いているのか 

４）落ち葉サポーターの登録者数は 

５）萌芽更新の状況は 

６）今後の目標、もしくはどのような計画を

立てているのか 

７）これまで以上にナラ枯れが多くみられる

が、その対応は 

８）三芳町森林整備計画書（案）について 

①これまでの森林整備計画から変更された

点はあるのか 

②具体的にどのように計画を進めていくの 

 か 

③森林所有者への周知は 

９）冬の風物詩として多くの町民が体験でき

る仕組みづくりが必要ではないか 

10）上富地区に農業遺産、雑木林の保全・活

用の拠点として、ビジターセンター的な

機能が必要と考えるが、町の見解は 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

 

 

 

町長 

観光産業課 

 

 

環境課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

環境課 

観光産業課 

９ 落合 信夫 １上富地域につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

１）不法投棄の解決策について                                                                           

 

２）島田家のトイレの電気のセンサーライト

設置の進捗状況は                                                      

３）地蔵尊のトイレの修繕予定について 

４）上富地域の路面表示の整備計画は 

５）通学路の道路標示ペイント及びグリーン

ベルト等の整備計画は 

６）上富第３区の集会所わきの竹林への対応 

  は 

町長 

環境課 

文化財保護課 

 

 

道路交通課 

 

 

自治安心課 
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７）三富歴史資料館建設予定地の今後の計画 

  は 

８）上富小学校の今後の計画について 

文化財保護課 

 

町長 

教育長 

学校教育課 

１０ 久保 健二 １町民の安全、安

心なまちづく

りについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２三芳スマート

インターフル

化供用開始後

の課題・対策に

ついて 

 

 

 

３家屋の揺れ問

題改善の整備

計画について 

 

 

 

 

４防犯カメラの

設置について 

 

 

 

 

 

５世代ごとの不

１）町民の安全、不満の解消を第一に考えた

町の取組み、整備について 

①県道三芳～富士見線の歩道設置について 

ア 県道三芳～富士見線の歩道設置整備

に対する設計、測量、用地交渉等、

進捗状況は 

イ 今後の測量～整備までの計画、工期 

  は 

②街路灯、防犯灯の増設整備について 

ア 増設の必要性を感じる箇所が見受け

られるが町、担当課ではどのように

捉えているか 

イ 今後増設する計画は 

 

１）三芳スマートインターフル化後の渋滞対

策について 

①フル化供用開始後の交通量の増加、渋滞

が予測されるが町、担当課ではどのよう

に捉えているか 

②供用開始後に交通量の増加、渋滞が起こ

った際の対策は 

 

１）車両の往来時に感じる家屋の揺れに対す

る相談は 

２）幹線５号線、幹線１７号線の一部の区間

の路盤からの整備、舗装工事が完了した

が同様の相談のある残りの区間の整備計

画は 

 

１）町内道路、公共施設、公園等への防犯カ

メラの設置について 

①防犯カメラ設置に関する基準等の指針は 

②「住民の生活、安全を守る」意味でも一

定の基準を定めた上で必要箇所への設置

をするべきでは 

 

１）スケートボード滑走エリアについて 

町長 

総合調整幹 

道路交通課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

総合調整幹 

道路交通課 

 

 

 

 

 

町長 

道路交通課 

 

 

 

 

 

町長 

自治安心課 

都市計画課 

 

 

 

 

町長 
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満解消の施設

づくりについ

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

６行政区の抱え

ている問題対

策、関連事業へ

の対応につい

て 

 

 

 

①計画している整備予定箇所は 

②整備内容は 

③設計～工事時期等、整備計画は 

④愛好会との関わり方は（セクションの購

入、整備内容等） 

２）高齢者施設について 

①新たな高齢者施設の建設、既存の施設等

を利用する計画は 

②「ふれあいセンター」利用者からの不満

の声や課題への対応は 

 

１）行政区の抱えている問題、対応について 

①区離れ等の対策として提案したアンケー

トについて 

  ア 各行政区の反応は 

  イ アンケートは実施したのか 

②町主催の行事等への問題も含め、今後の

行政区運営の課題は（各行政区から出さ

れた意見等を含む） 

③学校区ごと、国道、県道で線引きし区割

りをする等、見直しが必要な時期に差し

掛かっている 

ア 町、担当課ではどのように捉えてい 

るか 

  イ 行政区の人口・面積によって区の負

担量の差が生じていることを考えて

も、区割りの見直しが必要では 

  ウ 公共施設マネジメントでの学校の統

廃合を見据えた区割りの検討は 

④三芳町立小中学校適正規模適正配置報告

書において委員会での委員数は１０人以

内で構成、（１）の学識経験者から（６）

の教育委員会が必要と認めた者とあり、

（３）には地域住民代表とある。区長会

で説明された行政区からの委員の配置は 

施設ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ課 

 

 

 

 

町長 

福祉課 

 

 

 

 

町長 

教育長 

自治安心課 

 

 

 

 

 

自治安心課 

学校教育課 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育課 

１１ 細田 三恵 １教育相談につ

いて 

 

 

 

 

 

１）不登校問題について 

①令和４年１２月に埼玉県教育委員会がま

とめた「埼玉県公立学校における児童生

徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸

課題に関する調査結果について」がまと

められた現状をどう捉えているか 

②当町での不登校児童生徒のうち９０日以

教育長 

学校教育課 
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２移動スーパー

について 

 

上欠席した児童生徒数は（小学校・中学

校） 

③不登校の要因について「いじめを除く友

人関係をめぐる問題」となっているが、

当町での認識はどうか 

④当町での令和３年度学校教育相談員が扱

った相談項目では「いじめ」と「いじめ

を除く～」はどの様な線引きあるいは基

準で分類しているか 

  ア 「友人関係」 

  イ 「性格・行動」 

⑤通常「冷やかしやからかい、悪口や脅し

文句、嫌なことを言われる」などはいじ

めに当たるが、その様な相談は、友人関

係として項目に入ってないか 

⑥教育相談員とクラスで取られたアンケー

トの内容については、どの様に共有して

いるか 

⑦当町の小中学校のＨＰに「子供たちとそ

の保護者のための不登校支援サイト」の

リンクがあるがアクセス数はどのくらい

か 

⑧フリースクールの連絡会への相談件数

は、把握しているか 

⑨教育センターが４月より設置するが、土

日および閉庁時間後の相談体制の整備が

求められると考えるがどうか 

⑩オンラインを活用した現状と見解は 

⑪埼玉県の主な取り組みの中に「不登校児

童生徒に対する支援推進事業」について

当町での取り組みはあるか 

２）当町での令和３年度学校教育相談員が扱

った相談項目「その他」について 

①具体的にどの様な相談内容か 

②性的マイノリティについての小中学校で

の相談件数は 

③相談内容についてどの様に対処している 

 か 

 

１）移動スーパーが開始して約２年が経過し

ようとしているが、現状を把握している

か 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

福祉課 
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３コロナ禍での

行動制限等に

よる健康寿命

への悪影響に

ついて 

 

 

 

２）移動スーパーは、連携協力する包括連携

協定に基づいた事業である。コミュニテ

ィの活性化、安否確認の役割は、果たさ

れているか 

３）問題点、課題があるとすればどのような

ことか 

 

１）コロナ禍での行動制限によって、健康寿

命に悪影響があったことを認識している

か 

２）行動制限によりもたらされた「運動不足」

及び「社会参加の制限」による住民の健

康寿命に対する悪影響をどう判断してい

るか 

３）当町において、コロナ禍での行動制限に

よって「健康寿命にどの程度の悪影響を

与えたか」について、調査は実施したか。

未実施の場合、今後の実施はないのか 

４）コロナ禍で悪化した住民の健康寿命延伸

のための具体的な対策を「運動不足」及

び「社会参加の制限」の観点から、実施

しないのか 

５）自然に健康になっていき健康寿命が延び

たとき、それらの対策を、「医療費の抑制

効果」の観点からも取り組み、効果を評

価することが必要と考えるがどうか 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

健康増進課 

１２ 増田 磨美 １子どもが安心

して生きられ

る町に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）子どもの貧困対策推進計画について 

 ①令和５年２月現在、生活困難層世帯の対

象世帯の把握をしているか 

②把握の方法は 

 ③早期発見と対応にあたるためには、学校

をプラットフォームと考え、各課が連携

し対応にあたることが重要とのことだっ

たが現状は 

 ④子どもや保護者と接する機会が多い関係

機関に「気づきマニュアル」のようなも

のは作成されているか 

⑤子どもの居場所づくりは、重要な課題と

して上がっていたが子ども食堂や児童館

などの利用状況の変化は 

 ⑥居場所づくりに公共施設や主な集会所な

どを活用した運営は 

町長 

こども支援課 

 

 

学校教育課 

 

 

 

 

 

 

こども支援課 

福祉課 
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２藤久保地域拠

点施設整備等

事業について 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３それぞれの課

題の進捗につ

いて 

 

 

 

 ⑦計画の対象は、生まれる前の妊娠期から

概ね１８歳までとあるが、その時々の状

況はどのように引き継がれるのか 

 ⑧家庭の経済状況が理由となり高校・大学

を辞めざるを得ない状況になった子ど

も、保護者の相談窓口は 

 ⑨拡大や強化を考えている支援策は 

 ⑩家賃補助事業が必要では 

 

１）藤久保地域拠点施設整備等事業の内容に

ついて 

①進捗状況は 

②第２回個別対話の実施件数は 

③内容については 

④入札及び提案に係る書類の受付申請件数 

 は 

⑤落札者の決定は３月下旬予定だが、事業

者選定委員会のスケジュールは 

⑥選定委員会委員の増員などはあったか 

⑦物価高騰に係るコンサルタントからのア

ドバイス等は            

 ⑧整備費、開館から２０年間の維持管理・

運営費の高騰分をそれぞれどのくらいと

試算しているか 

 ⑨拠点施設整備中の施設利用について 

⑩住民説明会の予定は 

 

１）ブロック塀の危険箇所について 

①令和４年度から始まったブロック塀等の

補助制度を利用した箇所はあるか  

②町で把握している危険なブロック塀への

対策は 

２）障がい者職員採用について 

①積極的な採用は考えているか             

こども支援課 

 

 

 

 

 

 

町長 

 

町長 

施設ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

 

都市計画課 

 

 

 

 

総務課 

１３ 本名 洋 １交通安全につ

いて 

 

 

 

 

 

 

１）自転車の安全走行について 

 ①自転車乗車時のヘルメット着用義務化で

町としての周知啓発 

  ア 住民に対しては 

  イ 学校での指導は 

 ②ヘルメット購入への補助について 

  ア 生徒への増額 

  イ 対象の拡大・増額 

自治安心課 

 

 

 

学校教育課 

自治安心課 

学校教育課 

自治安心課 
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２三芳町まち・ひ

と・しごと地方

創生総合戦略

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

３物価高騰と学

校給食につい

て 

２）自転車防犯登録の周知の必要性は 

３）町道の交通安全対策について 

 ①幹線５号線の歩道設置 

 ②幹線１４号線の安全対策（幹線４号線～

５号線） 

 ③幹線１５号線の拡幅（国道２５４号交差

点～） 

 

１）三芳町人口ビジョンについての検証・評

価は 

２）三芳町の合計特殊出生率について 

 ①この間の推移は 

 ②現状をどう捉えるか 

３）デジタル田園都市国家構想を受けて、三

芳町まち・ひと・しごと地方創生総合戦

略の対応は 

４）三芳町スーパーシティ構想との関係は 

５）人材確保は可能か 

６）全ての住民がサービスを享受できるのか 

 

１）物価高騰による学校給食への対応は 

 

２）保育園・保育所の給食への支援は 

３）家計応援の取り組みは必要ではないか 

 

道路交通課 

 

 

 

 

 

 

町長 

政策推進室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

学校給食ｾﾝﾀｰ 

こども支援課 

学校教育課 

１４ 吉村美津子 １三芳スマート

ＩＣへの車種

拡大はやめる

ことについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1）財政について 

①町の支出額は当初３億円から４億円を見

込んでいた。現在の見込み額は１９億円

となっている。最終的にはどの位の支出

額になるのか 

②三芳スマートＩＣ変更実施計画書では、

（独）日本高速道路保有・債務返済機構、

東日本高速道路（株）、町の３者でフル化

及び大型車対応化のための必要な工事に

要する費用の概算額は全体の事業費約２

２億円（税込）を見込んでいた。現在、

およそ６６億円を見込んでいるが、それ

ぞれの支出額はどの位になるのか 

③３者の最終的な総支出額はそれぞれどの

くらいの金額になるのか                 

２）交通安全について 

①町道幹線３号線 

②町道幹線１４号線 

町長 

総合調整幹 

道路交通課 
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２町立小中学校

適正規模適正

配置問題につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３家庭への水道

料金の基本料

金免除をあと

半年間継続す

べきことにつ

いて 

 

③県道さいたまふじみ野所沢線 

３）福祉施策向上との関連は 

４）２０２４年度以降の事業予定について 

  

１）上富小学校の教育や地域との役割につい

ては、どのように捉えているか 

２）公共施設マネジメント基本計画との関わ

りは 

３）アンケート調査結果は 

４）長寿命化計画を立てるべきではないか  

５）今後の計画について 

①上富小学校  

②他の学校 

６）町立小中学校適正規模適正配置の基本方

針では合意形成が示されている。統廃合

への方向ではなく地域の意見を重んじる

べきではないか 

 

１）一般家庭への基本料金の免除を実施する

場合の支出額はおよそどの位になるか 

２）経営戦略では浄水場整備費は２０２３年

度約３億円、２０２４年度約３億円とな

っている。その後は単年度約４千万円の

支出と捉えて良いか 

３）鋳鉄管からポリエチレン管への布設替え

をおこなっている所もあるが、耐用年数

はどの位か 

４）経営戦略では内部留保資金は２０２３年

度１０億円程度を見込んでいる。２０２

３年度の当初予算に関する説明書では１

２億円である。住民の生活は、物価の高

騰などで大変。暮らしを守るために半年

間の家庭への基本料金の免除を続けるべ

きでは 

 

 

 

 

町長 

教育長 

学校教育課 

 

 

教育総務課 

学校教育課 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

上下水道課 

 

 


